
(57)【要約】

【課題】　ダンパーが設置されている構面に直交する層

間変形の影響を受けないダンパーの設置構造を提供する

。

【解決手段】　ダンパー１の上下端にそれぞれ蝶番２が

設けられ、各蝶番２を介して上側の梁３および下側の梁

４にそれぞれ高力ボルト等によって固定されている。ダ

ンパー１は粘弾性ダンパーと呼ばれるものであり、上側

鋼板６ｂと下側鋼板７ｂとが粘弾性体８を介して交互に

積層されている。上側鋼板６ｂの上端部は、高力ボルト

接合あるいは溶接等により、ダンパー上側蝶番部材６と

一体化され、下側鋼板７ｂの下端部は、ダンパー下側蝶

番部材７と一体化されている。蝶番２は、回転軸９と、

回転軸９が挿通される管部５ａを有する梁側蝶番部材５

と、回転軸９が挿通される管部６ａ、７ａを有するダン

パー上側蝶番部材６もしくはダンパー下側蝶番部材７と

を備えている。また、管部５ａ、６ａ、７ａの端面には

、滑り材としてＰＴＦＥ１０が貼着されている。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 構 造 物 の 上 下 の 梁 の 間 に ダ ン パ ー を 設 置 す る た め の 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 ダ ン パ ー が 、 前 記 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 に 平 行 な 回 転 軸 を 有 す る 蝶 番 を 介
し て 前 記 上 下 の 梁 に そ れ ぞ れ 軸 支 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蝶 番 の 回 転 軸 が 挿 通 さ れ る ダ ン パ ー 側 管 部 の 端 面 と 、 当 該 端 面 と 隣 接 す る 、 前 記 蝶
番 の 回 転 軸 が 挿 通 さ れ る 梁 側 管 部 の 端 面 と の 間 に 滑 り 材 が 貼 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の ダ ン パ ー の 設 置 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 構 造 物 の 上 下 の 梁 の 間 に 設 置 さ れ る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 地 震 あ る い は 強 風 に 対 し て 、 構 造 物 に 履 歴 系 ダ ン パ ー や 粘 弾 性 ダ ン パ ー な ど を 設
置 し て 構 造 物 の 応 答 を 低 減 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 そ の 際 、 こ れ ら の ダ ン パ ー は 、 構 造
物 の 梁 と 柱 で 囲 ま れ た 構 面 内 に 、 壁 内 蔵 型 、 間 柱 型 、 ブ レ ー ス 型 の い ず れ か の 方 式 で 取 付
け ら れ る こ と が 多 く （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ あ る い は 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 、 ダ ン パ ー が 設 置
さ れ た 構 面 内 の 水 平 お よ び ／ ま た は 鉛 直 方 向 の 揺 れ に 対 し て 制 震 効 果 を 発 揮 す る の が 一 般
的 で あ る 。 そ の た め 、 地 震 や 強 風 を 対 象 に す る 場 合 、 構 造 計 画 上 、 梁 間 方 向 の 構 面 と 桁 行
方 向 の 構 面 に そ れ ぞ れ ダ ン パ ー が 設 置 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ８ ３ ３ １ 号 公 報 　 （ 第 ３ － ４ 頁 、 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ０ ９ ４ ４ 号 公 報 　 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 に 直 交
す る 層 間 変 形 に よ っ て ダ ン パ ー 自 体 が 損 傷 す る 虞 が あ る 。 特 に 、 間 柱 型 の ダ ン パ ー で は 、
ダ ン パ ー 部 分 の 高 さ が 短 く な る た め 、 面 外 方 向 の 変 形 角 が 大 き く な り 、 ダ ン パ ー が 損 傷 す
る 可 能 性 は 高 く な る 。
　 本 発 明 は 、 上 述 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 に
直 交 す る 層 間 変 形 の 影 響 を 受 け な い ダ ン パ ー の 設 置 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 構 造 物 の 上 下 の 梁 の
間 に ダ ン パ ー を 設 置 す る た め の 構 造 で あ っ て 、 前 記 ダ ン パ ー が 、 前 記 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ
て い る 構 面 に 平 行 な 回 転 軸 を 有 す る 蝶 番 を 介 し て 前 記 上 下 の 梁 に そ れ ぞ れ 軸 支 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ こ で 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 と は 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 柱 間 の 上 下 の
梁 と 柱 と で 囲 ま れ た 仮 想 鉛 直 面 を い う 。 ま た 、 面 外 と は 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面
に 直 交 す る 方 向 の こ と で あ り 、 面 内 と は 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 内 の こ と で あ る
。
　 本 発 明 で は 、 構 造 物 の 上 下 の 梁 の 間 に 設 置 さ れ る ダ ン パ ー が 、 前 記 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ
て い る 構 面 に 平 行 な 回 転 軸 を 有 す る 蝶 番 を 介 し て 前 記 上 下 の 梁 に そ れ ぞ れ 軸 支 さ れ て い る
た め 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 に 直 交 す る 層 間 変 形 が 生 じ て も 、 ダ ン パ ー は 面 外 方
向 に 自 由 に 回 動 し 、 ダ ン パ ー 自 体 は 面 外 変 形 の 影 響 を 受 け る こ と が な い 。 一 方 、 ダ ン パ ー
が 設 置 さ れ て い る 構 面 の 面 内 方 向 の 変 形 に 対 し て は 蝶 番 機 構 が 働 か ず 、 ダ ン パ ー は 面 内 方
向 に 変 形 し 、 外 力 に 対 し て 抵 抗 力 を 発 生 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 前 記 蝶 番 の 回 転 軸 が 挿 通 さ れ る ダ ン パ ー
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側 管 部 の 端 面 と 、 当 該 端 面 と 隣 接 す る 、 前 記 蝶 番 の 回 転 軸 が 挿 通 さ れ る 梁 側 管 部 の 端 面 と
の 間 に 滑 り 材 が 貼 着 さ れ て い て も よ い 。
　 こ こ で 、 ダ ン パ ー 側 管 部 も し く は 梁 側 管 部 の 端 面 と は 、 ダ ン パ ー 側 管 部 も し く は 梁 側 管
部 両 端 の 回 転 軸 直 交 方 向 の 面 の こ と で あ る 。 ま た 、 滑 り 材 に は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ （ ポ リ 四 フ ッ 化
エ チ レ ン ） 等 の 摩 擦 係 数 の 低 い 材 料 を 使 用 す る 。
　 本 発 明 で は 、 蝶 番 の 回 転 軸 が 挿 通 さ れ る ダ ン パ ー 側 管 部 の 端 面 と 、 当 該 端 面 と 隣 接 す る
梁 側 管 部 の 端 面 と の 間 に 滑 り 材 を 貼 着 す る こ と に よ り 、 ダ ン パ ー が 面 外 方 向 に 滑 ら か に 回
動 す る こ と が で き る 。 一 方 、 ダ ン パ ー 面 内 の 水 平 方 向 変 形 に つ い て は 、 蝶 番 を 構 成 す る ダ
ン パ ー 側 管 部 と 梁 側 管 部 と の 間 の 遊 び が な く な る た め 、 水 平 方 向 変 形 を ロ ス な く 伝 達 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ダ ン パ ー が 設 置 さ れ て い る 構 面 に 直 交 す る 層 間 変 形 の 影 響 を 受 け な い
ダ ン パ ー の 設 置 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 図 １ に お け る Ａ
－ Ａ 矢 視 図 で あ る 。
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 ダ ン パ ー １
の 上 下 端 に そ れ ぞ れ 蝶 番 ２ が 設 け ら れ 、 各 蝶 番 ２ を 介 し て 上 側 の 梁 ３ お よ び 下 側 の 梁 ４ に
そ れ ぞ れ 高 力 ボ ル ト 等 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
　 本 図 に お け る ダ ン パ ー １ は 、 粘 弾 性 ダ ン パ ー と 呼 ば れ る も の で あ り 、 上 側 鋼 板 ６ ｂ と 下
側 鋼 板 ７ ｂ と が 粘 弾 性 体 ８ を 介 し て 交 互 に 積 層 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。 そ し て 、 上 側 鋼
板 ６ ｂ と 下 側 鋼 板 ７ ｂ と の 間 に 面 内 方 向 の 相 対 変 位 が 生 じ る と 、 上 側 鋼 板 ６ ｂ と 下 側 鋼 板
７ ｂ と の 間 に 挿 入 さ れ た 粘 弾 性 体 ８ が せ ん 断 変 形 す る こ と に よ り 、 大 き な 抵 抗 力 が 発 生 す
る も の で あ る 。 上 側 鋼 板 ６ ｂ の 上 端 部 は 、 高 力 ボ ル ト 接 合 あ る い は 溶 接 等 に よ り 、 ダ ン パ
ー 上 側 蝶 番 部 材 ６ と 一 体 化 さ れ 、 下 側 鋼 板 ７ ｂ の 下 端 部 は 、 ダ ン パ ー 下 側 蝶 番 部 材 ７ と 一
体 化 さ れ て い る 。
　 蝶 番 ２ は 、 上 側 の 梁 ３ お よ び 下 側 の 梁 ４ に 平 行 な 回 転 軸 ９ と 、 回 転 軸 ９ が 挿 通 さ れ る 管
部 ５ ａ を 有 す る 梁 側 蝶 番 部 材 ５ と 、 同 じ く 回 転 軸 ９ が 挿 通 さ れ る 管 部 ６ ａ 、 ７ ａ を 有 す る
ダ ン パ ー 上 側 蝶 番 部 材 ６ も し く は ダ ン パ ー 下 側 蝶 番 部 材 ７ と を 備 え て い る 。 ま た 、 管 部 ５
ａ 、 ６ ａ 、 ７ ａ の 端 面 に は 、 滑 り 材 と し て Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ １ ０ が 貼 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に よ る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 の 作 用 に つ い て 、 図 １ お よ び 図 ２ に 基 づ い
て 説 明 す る 。
　 地 震 や 強 風 等 に よ り 、 上 側 の 梁 ３ と 下 側 の 梁 ４ と の 間 に 、 ダ ン パ ー １ が 設 置 さ れ て い る
構 面 に 直 交 す る 層 間 変 形 が 生 じ た 場 合 、 ダ ン パ ー １ の 上 下 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 蝶 番 ２
の 回 転 軸 ９ を 回 転 中 心 と し て 、 ダ ン パ ー １ は 面 外 方 向 に 剛 体 回 転 す る 。 そ の た め 、 ダ ン パ
ー １ 自 体 に 面 外 方 向 の 変 形 が 発 生 す る こ と は な い 。
　 一 方 、 上 側 の 梁 ３ と 下 側 の 梁 ４ と の 間 に 、 ダ ン パ ー １ が 設 置 さ れ て い る 構 面 方 向 の 層 間
変 形 が 生 じ た 場 合 、 蝶 番 ２ 機 構 は 働 か な い た め 、 前 記 層 間 変 形 は 蝶 番 ２ を 介 し て ダ ン パ ー
１ に 伝 達 さ れ る 。 こ れ に 伴 い 、 ダ ン パ ー １ 内 の 粘 弾 性 体 ８ は せ ん 断 変 形 し 、 抵 抗 力 を 発 生
す る 。 そ の 際 、 梁 側 蝶 番 部 材 ５ 、 ダ ン パ ー 上 側 蝶 番 部 材 ６ お よ び ダ ン パ ー 下 側 蝶 番 部 材 ７
の 管 部 ５ ａ 、 ６ ａ 、 ７ ａ の 端 面 に は Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ １ ０ が 貼 着 さ れ て い る た め 、 ダ ン パ ー １ は 面
外 方 向 に 滑 ら か に 回 動 す る と と も に 、 ダ ン パ ー 上 側 蝶 番 部 材 ６ も し く は ダ ン パ ー 下 側 蝶 番
部 材 ７ の 管 部 ６ ａ 、 ７ ａ と 梁 側 蝶 番 部 材 ５ の 管 部 ５ ａ と の 間 の 遊 び が な く な り 、 水 平 方 向
変 形 が ロ ス な く 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に よ る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 ダ ン パ ー １ の 上 下 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た
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蝶 番 ２ の 回 転 軸 ９ を 回 転 中 心 と し て 、 ダ ン パ ー １ が 面 外 方 向 に 剛 体 回 転 し 、 ダ ン パ ー １ 自
体 に 面 外 変 形 が 発 生 し な い た め 、 ダ ン パ ー １ が 損 傷 す る こ と が な い 。 一 方 、 ダ ン パ ー １ 面
内 方 向 の 変 形 は 、 蝶 番 ２ の 管 部 ５ ａ 、 ６ ａ 、 ７ ａ の 端 面 に Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ １ ０ を 貼 着 す る こ と に
よ り 、 ロ ス な く 伝 達 さ れ る 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 ダ ン パ ー １ が 設 置 さ れ て い る 構 面 に
直 交 す る 方 向 の 施 工 誤 差 が 蝶 番 ２ に よ っ て 吸 収 さ れ る の で 、 ダ ン パ ー １ の 取 り 付 け が 格 段
に 容 易 と な る 。
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に よ る ダ ン パ ー の 設 置 構 造 で は 、 極 大 地 震 や 火 災 等 に よ っ て 、 ダ ン
パ ー １ の 取 り 替 え が 必 要 と な っ た 場 合 、 蝶 番 ２ の 回 転 軸 ９ を 引 き 抜 く こ と に よ っ て 、 容 易
に ダ ン パ ー １ を 取 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お け る ダ ン パ ー １ と し て は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た も の に 限 ら れ
ず 、 適 宜 の 形 状 、 寸 法 の も の が 採 用 可 能 で あ る こ と は い う ま で も な く 、 極 低 降 伏 点 鋼 や 鉛
等 を 用 い た 履 歴 系 ダ ン パ ー 、 粘 性 体 を 用 い た 粘 性 系 ダ ン パ ー 、 摩 擦 ダ ン パ ー を は じ め と す
る 任 意 の 形 式 の ダ ン パ ー を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
１ 　 ダ ン パ ー
２ 　 蝶 番
３ 　 上 側 の 梁
４ 　 下 側 の 梁
５ 　 梁 側 蝶 番 部 材
６ 　 ダ ン パ ー 上 側 蝶 番 部 材
７ 　 ダ ン パ ー 下 側 蝶 番 部 材
５ ａ 、 ６ ａ 、 ７ ａ 　 管 部
８ 　 粘 弾 性 体
９ 　 回 転 軸
１ ０ 　 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ
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